
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化祭！ 出番３００％！ 

全校 16 名、うち 3 年生が 9 名という今年

の文化祭が 10月 5日（土）に行われました。

学童の児童はバス遠足があったにもかかわら

ず、遠足後に来場し、中学生の発表を楽しんで

くれました。 

 行儀良く、熱く、温かく鑑賞してくれた小学

生の姿に感動しました。 

9名の 3年生にとっては、義務教育最後の文

化祭になりました。かつ、この規模ならではの

観客との距離感も最後になるかもしれません。 

「一体、何曲の練習をしてきたんだろう」と

思うほど出番がありました。決して無尽蔵では

ない練習時間で、「なんとか仕上げる」ことの

大変さは学びになったはず。ないものねだりを

せずに、今あるもので「なんとかする精神」はきっ

とこれから役に立ちます。進め若人（わこうど）！ 

 

 
学校評価アンケート 
学校評価アンケートの結果をお知らせします。

今回は質問文を簡潔にし、また質問数を減らすと

いう変更を加えました。結果【裏面の表】のうち、

1～８については主語がありません。その場合、次

のように質問をとらえてください。例：質問１「元気な挨拶をしている」であれば、 

生徒向け  ：「自分は元気な挨拶をしている」 

保護者向け ：「自分の子どもは元気な挨拶をしている」 

教職員向け ：「生徒は元気な挨拶をしている」 

として回答してもらいました。少数で表されている数字については、 

４ とてもそう思う  ３ そう思う  ２ あまりそう思わない １ 全然そう思わない     

として回答の平均を算出いたしました。全回答が「とてもそう思う」を選択したら、 
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登ってみないと山の向こうは見られない 



数値は４となります。数値が大きいほど

肯定的な回答となります。  

７つ目の質問「自分のことが好きだ」は

とても大きな質問です。全国学力学習状況

調査には、「自分にはよいところがあると

思う」という類似した質問がありますが、

今回の学校評価アンケートでは「自分のこ

とが好きだ」と言い切る表現になっていま

す。この言い切った質問に肯定的に答える

のには勇気が必要です。 

いやいや、勇気というだけでは物足りま

せん。ひとりよがりではない、自分を受容

するには、・弱みを含めて、ありのままの

自分を受け入れる ・他人と比べない ・日常的に

自分をケアする  ・失敗や後悔を許し、前に進む  

ことなどが、土台になります。なお、自分を好きに

なる以上に他者を好きになることはできないとい

う人もいます。また、自分のことを大切にできる人

は、他者も大切にできるといいます。その結果、良

好な人間関係につながります。 

思春期は、自己肯定感が下がり、同時に自我が芽生え、「自分はどん

な存在なのか」がとても気になり始める時期です。保護者の方、地域の

方はぜひ生徒に前向きな声をかけて、生徒がやる気や自信をもてるよう

ご支援いただけ

ればと願

っており

ます。 

 

↑避難訓練のようす。練習用の消火器で消火の体
験をしました。秋は大きな異変が起きる時期？ 
家にある防災グッズも衣替えを。万一に備えて後
悔しないようにご準備を。個人的に手配したトイ
レの凝固剤が校舎にあるから校長先生がいなくて
も、遠慮せず使ってくださいねと校長講話にて。
わずか１５０回分ですが。 

↑自宅で育てた桃が、いよいよ収穫の時期を迎えた。ところが、熟すの
を待っていたハチたちに襲撃され、悲惨な結果に。テニスラケットで応
戦することもあったが、この出来事をきっかけに、ハチについて学んで
みることにした。そして驚いたのは、その知性、組織力、そして目標達
成の能力の高さだった。このハチの能力を、自己実現や相互支援に生か
せないだろうか。 という趣旨を英語でスピーチしました。 


